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問
近
年
、
過
疎
化
や
人
口
減
少
に

伴
い
土
地
の
「
所
有
者
不
明
」

問
題
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
所
有
者
の

居
場
所
や
生
死
が
判
明
し
な
い
た
め
、

公
益
上
、
支
障
と
な
る
例
な
ど
が
各
地

で
発
生
し
て
い
ま
す
が
対
策
は

答
人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
む

中
、
利
用
と
資
産
価
値
の
低
い

土
地
、
相
続
放
棄
な
ど
「
所
有
者
不
明

化
」
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
登

記
情
報
と
土
地
課
税
に
関
す
る
情
報
が

完
全
に
は
連
動
せ
ず
、
自
治
体
に
よ
る

土
地
不
明
者
の
把
握
が
困
難
と
な
っ
て

い
ま
す
。
固
定
資
産
税
の
徴
収
実
務
に

も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
状
況
で
す
。

雑
草
の
繁
茂
に
よ
る
生
活
環
境
へ
の
影

響
、
景
観
を
損
ね
る
恐
れ
に
も
繋
が
り

ま
す
。

問
題
は
、
個
人
の
財
産
に
か
か
わ
る

た
め
、
国
や
地
方
自
治
体
は
思
い
切
っ

た
政
策
を
と
り
に
く
い
状
況
で
す
。
法

務
局
、
司
法
書
士
な
ど
と
連
携
し
、
県

市
長
会
を
通
じ
て
、
土
地
制
度
の
整
備

や
相
続
登
記
の
あ
り
方
な
ど
を
要
請
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
ド
ロ
ー
ン
活
用
に
つ
い
て
は
、

既
に
新
聞
に
掲
載
さ
れ
、
災
害

応
急
対
策
で
市
は
企
業
や
団
体
な
ど
と

協
定
を
結
び
、
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
協
定
の
内
容
と
今
後
の
活
用
は

答
協
定
の
内
容
は
、
市
内
に
お
け

る
自
然
災
害
や
大
規
模
事
故
、

武
力
攻
撃
事
態
等
の
ほ
か
、
市
民
の
生

命
、
身
体
及
び
財
産
に
重
大
な
被
害
が

生
じ
な
い
よ
う
情
報
収
集
や
行
方
不
明

者
の
捜
索
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
火
災
時
に
空
中
か
ら
の
確
認
が

必
要
と
な
る
消
火
活
動
へ
の
協
力
や
、

平
常
時
に
お
け
る
防
災
事
業
の
推
進
や

訓
練
に
対
す
る
協
力
も
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
市
独
自
で
の
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
や
業
務
に
お
い
て
も
有
効

活
用
で
き
る

よ
う
進
め
て

い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま

す
。

問
①
町
内
会
へ
の
未
加
入
問
題
は

深
刻
で
、
緊
急
避
難
時
に
統
率

が
と
れ
ず
助
け
合
う
事
が
困
難
と
な
り

ま
す
。
町
内
会
の
未
加
入
の
原
因
と
解

決
策
は
②
高
齢
者
世
帯
の
た
め
、
町
内

会
の
付
き
合
い
が
で
き
な
い
世
帯
へ
の

対
応
策
は
③
町
内
会
役
員
の
業
務
が
多

く
加
入
を
た
め
ら
う
方
が
い
ま
す
。
市

役
所
関
係
の
仕
事
が
多
す
ぎ
る
の
で
は

答
①
大
き
な
原
因
と
し
て
、ア
パ
ー

ト
な
ど
の
居
住
者
が
加
入
し
な

い
こ
と
や
、
少
子
高
齢
化
と
核
家
族
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
原
因
と
考
え
ま

す
。
解
決
策
と
し
て
、
市
民
課
で
「
町

内
会
加
入
の
お
さ
そ
い
」
や
補
助
金
制

度
を
利
用
し
転
入
者
へ
呼
び
か
け
を
し

て
い
ま
す
。
②
町
内
会
は
、
任
意
の
自

治
組
織
と
し
て
美
化
活
動
、
交
通
安
全
、

防
犯
活
動
な
ど
を
通
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
形
成
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
活
動

が
困
難
な
世
帯
は
、
活
動
を
軽
減
し
て

い
る
事
例
も
あ
る
の
で
地
域
の
中
で
対

応
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

③
町
内
会
役
員
の
業
務
が
行
政
、
学
校
、

公
民
館
の
通
知
配
布
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
多
忙
を
極
め
て
い
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
配
布
物
の
削
減
、
式

典
や
催
事
の
日
程
調
整
な
ど
を
精
査
し

て
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問
わ
が
国
に
は
、
１
万
８
千
ト
ン

の
使
用
済
核
燃
料
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
核
燃
料
は
、
国
で
は
地
層
処

分
が
妥
当
と
の
事
で
す
が
、
具
体
的
に

処
分
地
、
処
分
方
法
も
決
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
。
こ
の
様
な
状
況
で
中
部
電
力
㈱

は
再
稼
働
に
向
け
て
必
死
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
再
稼
働
す
れ
ば
処
理
で
き
な

い
廃
棄
物
が
増
え
る
だ
け
で
す
。
市
長

は
、
こ
の
動
き
を
ど
の
様
に
考
え
る
か

答
使
用
済
核
燃
料
は
、
青
森
県
六

ケ
所
村
で
再
処
理
さ
れ
る
が
、

こ
の
再
処
理
工
場
は
新
規
制
基
準
へ
の

適
合
性
確
認
審
査
中
で
あ
り
、
地
層
処

分
に
つ
い
て
も
今
年
７
月
に
科
学
的
特

性
マ
ッ
プ
が
提
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
他
の
立
地
市
町
村
と
連
携
を

と
り
、
国
や
事
業
者
に
対
し
て
再
処
理

工
場
の
早
期
稼
働
や
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
棄
物
の
最
終
処
分
先
の
解
決
を
、
加

速
す
る
よ
う
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

ドローン

一 般 質 問

清水澄夫

町
内
会
活
動
に
つ
い
て

　（
未
加
入
問
題
・
役
員
の
業
務
多
忙
等
）

原
発
問
題
に
つ
い
て

　（
使
用
済
核
燃
料
処
理
問
題
）

・・

一 般 質 問

大澤　満

土
地
の
所
有
者
不
明
化
問
題
と

　
自
治
体
の
課
題
に
つ
い
て

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
促
進
に
つ
い
て

・・


